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１．システム開発経緯

介護を必要とする人が適切なサービスを受けられるように、社会全体で支え
合うことを目的とした制度です。

弊社が開発・販売しているシステムの１つに

地域包括支援センターシステム
自治体様・地域包括支援センター様向け

があります。

介護保険とは

介護保険制度 ケアプランの
作成

ケアマネージャー
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１．システム開発経緯

【ケアプランについて】

介護保険サービスを利用するにあたりケアプランを作成します。ケアプランは被保険者自己作成も
可能ですが、介護の専門的知識が必要となるため、一般的にはケアマネージャーが作成を行います。

多くのシステムは、ワープロのように計画書
の様式に合わせて文字を入力する
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１．システム開発経緯

【ケアプラン作成の課題】

■ケアプラン作成に非常に時間が掛かる

■作成するケアマネージャーによる「質」のバラつきがある

■作成したケアプランの「効果」があまり評価されていない

ＡＩによるケアプラン作成支援
システムの開発
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１．システム開発経緯

【ＡＩ×ケアプラン】

既に、ケアプラン作成にＡＩを用いる実証事業は一部行われていますが、その中で以
下の課題が分かっています。

■ケアプラン作成のための必要情報の事前入力に時間が掛かる

→あまり時間が掛かると、システムそのものを利用してもらえない。
（ＡＩの利用にはコスト削減も考えなければならない）

■ＡＩが抽出する結果だけではケアプランの全てにならない

→できる限り、ケアマネージャーが作成する様式に合わせた
結果表示が必要

■地域特性が表現できるのか不明

→ＡＩが抽出した介護サービスが、その地域にない ということも
考えられる

→顧客が保持する「過去のケアプランデータ」で学習する



All Rights Reserved Copyright  ©BSNiNET 2019 7

２．開発したシステムの概要

【システム開発のポイント】

■簡単なステップで作成できる

■結果はケアプラン表（支援計画表）のイメージで出力

■作成者（ケアマネージャー）に気づきを与えられる支援

■再学習により精度を高められるように

ＡＩケアプラン作成支援システム

ケアプラン作成を行
う利用者情報を入力

問合せ

ケアプラン Ｗｅｂサーバー（ＡＩ）

過去のケアプランから
利用者に最適なケアプ
ランをＡＩが判定して
抽出

システムに反映

・利用者情報（性別、年齢、世帯構成など）
・基本チェックリスト（厚生労働省 25のチェック項目）
・認定調査情報（介護保険認定時の調査時チェック項目）
・認定情報（要介護度）

・支援計画表情報（ケアプラン）
・サービス利用情報（具体的な実施サービス）
・事業者情報（サービス提供事業者情報） ・・・etc

【システムイメージ】
軽度者（介護予防対象者）の

ケアプラン作成を実装



２．開発したシステムの概要
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開発システムの構成

機械学習環境 (Pythonプログラム)UI環境 (Webアプリケーション)

Webブラウザ

Webサーバ (IIS)

ASP.NET MVCで作成

DBサーバ (Oracle)

ログ書込みなど

Bottleフレームワークで作成
機械学習ライブラリは Scikit-learn を使用

Webサーバ
レコメンド問合せ (REST)

レコメンド回答 (JSON)

学習済
モデルファイル

ケアプランデータ
Excelファイル

開発言語：python （機械学習のライブラリが充実しており、拡張性が高いため選定）

機械学習：回帰、分類、推薦（レコメンド）、クラスタリングのような手法があるうち、推薦（レコメンド）手法を用いた。



All Rights Reserved Copyright  ©BSNiNET 2019 9

２．開発したシステムの概要

【基本チェックリスト】

厚生労働省「介護予防・日常生活支援総合事業のガイドライン」に示されている、高齢者の状態を
把握するための25項目を記入する表です。

基本チェックリストの他、性別、年齢階層、家族構成で
類似度の評価を行うこととした。



２．開発したシステムの概要

⚫ 介護者が受けているケアプランの内容を、介護者の属性情報と共に1行にまとめてファイ
ルに保存されている。その1行が「ベクトル」として、そのベクトルの類似度が高い他の
介護者のケアプラン内容を取得。

⚫ ベクトルの項目例：

⚫ 属性情報：要介護度、年齢、性別、世帯構成区分

⚫ 基本チェックリスト25項目（生活機能全般、運動、栄養、口腔、閉じこもり、認知、心）

⚫ 類似度が高い → 介護者に似ている → その介護者に対して適用できるケアプランである確
率が高い
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レコメンドの肝は「類似度」の算出

ID 要介護度 年齢 性別 世帯 CL1 CL2 CL3 CL4 CL5

1101 13 67 1 1 0 0 1 1 1

ID 要介護度 年齢 性別 世帯 CL1 CL2 CL3 CL4 CL5

2220 11 71 0 2 1 0 1 0 0

3033 21 87 1 3 1 1 0 0 0

4444 12 63 1 1 1 0 1 1 1

類似度: 66%
この中で一番「1101」の
介護者と似ている

レコメンド（推薦）：類似しているものを抽出し、その中で近いもの
を候補としてお薦めする手法
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２．開発したシステムの概要

【事前学習】

地域包括支援セン
ターシステムから
の抽出データ

機械学習

性別

年齢階層

家族構成

基本チェックリスト

類似度の算出

評価
ポイント

介護度状態変化

チェックリスト変化
評価ポイントの設定

【ケアプラン抽出】

画面から対象者を
指定

性別

年齢階層

家族構成

基本チェックリスト

対象者の情報を取得

類
似
度
の
高
い
順
に
抽
出

評
価

ポ
イ
ン
ト
の
高
い
順
に
並
替

画面表示
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２．開発したシステムの概要

【システム機能：対象者検索】
ケアプランの作成を行う対象
者を条件指定して検索する

ケアプランＡＩ作成ボタンを
押して作成処理開始
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２．開発したシステムの概要

【システム機能：対象者検索】
学習済みの過去データに
問い合わせ
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２．開発したシステムの概要

【システム機能：対象者検索】
対象者に類似かつ効果的（評価
ポイントの高い）ケアプラン
Best5を表示

結果はケアプラン表（支援計画
表）のイメージで表示

評価ポイントや類似度など
を表示することで、なぜこ
のケアプランが抽出された
のかが分かるように
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３．システム検証

【主観的評価の基準点】

点数 基準

5 マイプランの課題をカバーしたうえで、マイプランの支援基準になかった視点の提案
も行っており、ケアマネジャーが気づきを得られると思われる。

4 マイプランの課題をカバーしたうえで、支援のポイントがより具体的にまとめられて
いたり、代替となりうる案を提示したりしており、ケアマネジャーが気づきを得られ
ると思われる。

3 マイプランの課題をおおむねカバーできている。

2 マイプランの課題に一部対応していなかったり、不適切なものが提示されたりしてお
り、ケアマネジャーが疑問に思う可能性がある。

1 マイプランの課題にほとんど対応できていないため、ケアマネジャーが疑問に思う可
能性が高い。

抽出結果から以下の評価を依頼

・抽出されたケアプラン全てに対して、主観的評価を依頼（評価の基準点の設定）
・ＡＩによる抽出に対する考察

マイプラン：対象者本人に作成したケアプラン
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３．システム検証

【主観的評価結果】

対象者：５名（各抽出ケアプラン ４０件） 計 ２００件を評価

基準点 件数

5 3

4 15

3 94

2 62

1 11

対象外 15

ケアプランが抽出されたものの、データ不備（未登録など）があるデータ１５件があり、
対象外とした
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４．考察

【弊社考察】

■抽出されたケアプランの顧客評価として、評価点３以上が60%程度であり、
より高い水準での抽出が必要。

認定調査情報など、さらに類似度を高められる抽出を行う

■基本チェックリスト以外の情報を追加して、類似性を高められたとしても、
さらに考慮が必要なものがあると想定される

本人（もしくは家族）の改善の「意欲」を自然言語解析で反映

ADL(日常生活動作）：食事、整容、入浴、更衣、トイレ、移動 など

IADL(手段的日常生活動作）：電話、買い物、家事、食事の準備、洗濯、服薬 など
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課題、意欲の反映に対する対応

【意欲に対する対応】

・本人の意欲が、ケアプランの目標に反映しているかどうかを判定すること
で、今後のケアプランをどのように記載するべきかのガイドを示す。

意欲（生成した文）

品詞

品詞

品詞

品詞

品詞の類似語

品詞の類似語

品詞の類似語

類似度の抽出

Pythonライブラリの利用

意欲が目標に
反映されてい
るかの判定

ADL(日常生活動作）：食事、整容、入浴、更衣、トイレ、移動 など

IADL(手段的日常生活動作）：電話、買い物、家事、食事の準備、洗濯、服薬 など

各項目について、意欲があるものにチェックするなどしてデータを入力する。

例）食事 にチェックをした場合、「食事する」という表現を作成

辞書データによる分割
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５．今後のシステムについて

【事前学習】

地域包括支援セン
ターシステムから
の抽出データ

機械学習評価
ポイント

性別

年齢階層

家族構成

基本チェックリスト

介護度状態変化

チェックリスト変化

類似度の算出

評価ポイントの設定

【ケアプラン抽出】

画面から対象者を
指定

性別

年齢階層

家族構成

基本チェックリスト

対象者の情報を取得

類
似
度
の
高
い
順
に
抽
出

評
価

ポ
イ
ン
ト
の
高
い
順
に
並
替

ADL/IADL

主観的評価

ADL/IADL

自然言語処
理における類
似度並べ替え

課題、目標
（自然言語解析）
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６．システムの発展

■ケアプラン点検業務への利用

■データ分析へのＡＩ活用

■自然言語解析を用いた過去データの分析・活用
・・・etc
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